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本
日
は
人
間
文
化
研
究
所
十
周
年
記

念
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
招
待
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た

だ
い
ま
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
土
屋
で

す
。
私
は
今
年
三
月
ま
で
本
研
究
科
に
所

属
し
四
月
よ
り
名
古
屋
学
院
大
学
へ
転
任

し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
本
研
究
所
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
十
年
間
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
本
研
究
は
、
科
研
費
基

盤
研
究
Ｂ
に
も
採
択
さ
れ
た
課
題
で
あ
り
、

テ
ー
マ
は
世
界
の
越
境
文
学
研
究
で
す
。

そ
の
概
要
を
年
代
順
に
並
べ
ま
す
と
以
下

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

越
境
す
る
文
学
の
総
合
的
研
究

二
〇
〇
五
年
度
〜
二
〇
〇
七
年
度

　
近
年
の
世
界
の
文
化
活
動
は
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
両
極
の
中
で
揺
れ
動
い
て
き
た

が
、
そ
う
し
た
潮
流
に
新
風
を
吹
き
込
む

越
境
的
な
文
化
活
動
に
注
目
し
、
と
り
わ

け
文
学
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
作
家
た
ち

の
ト
ラ
ン
ス
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
な
活
動
を
総

合
的
に
研
究
す
る
こ
と
が
本
研
究
の
目
的

で
あ
る
。
英
語
圏
、
ド
イ
ツ
語
圏
、
ロ
シ

ア
語
圏
、
東
欧
、
日
本
語
圏
に
お
け
る
過

去
お
よ
び
現
在
の
越
境
作
家
た
ち
の
歴
史

的
、
社
会
文
化
的
な
役
割
と
そ
の
方
向
性

を
考
察
し
、
今
日
の
「
越
境
文
化
」
を
支

え
る
彼
ら
の
文
化
的
営
為
の
諸
相
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
成
果
と

し
て
、
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
文
学
の
越

境
性
、
中
欧
文
学
と
地
域
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
、
カ
リ
ブ
海
作
家
エ
ド
ゥ
ア
ー

ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
、
ド
イ

ツ
語
圏
越
境
作
家
た
ち
、
言
語
遊
戯
と
多

文
化
性
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
国
民
文

学
か
ら
越
境
文
学
へ
の
軌
跡
、
ブ
ラ
ジ
ル

日
本
人
文
学
、
日
本
語
越
境
文
学
と
い
う

テ
ー
マ
を
持
つ
諸
論
文
に
ま
と
め
ら
れ
た

が
、
そ
こ
に
共
通
す
る
の
は
、
移
民
や
亡

命
、
漂
流
、
移
動
と
い
っ
た
経
験
を
内
包

す
る
「
越
境
」
と
は
、
文
学
の
本
質
に
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
優
れ
た
作
家
・
作
品
を

掘
り
起
こ
し
読
み
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作

品
が
有
す
る
生
の
諸
相
や
時
代
精
神
と
の

関
わ
り
に
共
感
し
、
そ
れ
を
批
評
の
言
葉

に
変
え
て
い
く
努
力
の
重
要
性
を
再
確
認

で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
越
境
文
学

が
単
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
文
学
に
留
ま
る
こ

と
な
く
、
各
国
民
文
学
を
革
新
し
豊
饒
化

す
る
潜
在
力
を
秘
め
て
お
り
、
世
界
文
学

に
開
か
れ
て
い
く
可
能
性
を
持
つ
こ
と
を

検
証
し
た
。

世
界
文
学
に
お
け
る

　
混
成
的
表
現
形
式
の
研
究

　
　
―
移
民
文
学
を
中
心
に

二
〇
〇
八
年
度
～
二
〇
一
〇
年
度

　
各
国
言
語
圏
文
学
に
お
け
る
混
成
的
な

表
現
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
郷

者
が
持
つ
複
数
言
語
間
の
ゆ
ら
ぎ
、
き
し

み
、
ズ
レ
に
苦
悩
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
新

た
な
る
文
学
言
語
創
造
へ
の
果
敢
な
る
挑

戦
と
し
て
と
ら
え
、
閉
ざ
さ
れ
た
「
国
民

文
学
」
を
打
破
し
、
多
言
語
の
反
響
し
あ

う
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
な
文
学
へ
と

飛
翔
す
る
パ
ト
ス
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
そ
こ
に
従
来
の
「
移
民
文
学
」
か
ら

オ
ム
ニ
フ
ォ
ン
的
な
交
響
楽
た
る
「
世
界

文
学
」
へ
と
架
橋
す
る
ひ
と
つ
の
視
座
を

設
定
で
き
よ
う
。
本
研
究
は
、
ク
レ
オ
ー

ル
的
な
混
成
と
融
合
に
よ
っ
て
独
自
の
文

学
様
式
を
生
み
出
し
て
き
た
各
国
の
移
民

文
学
や
亡
命
文
学
を
中
心
と
し
て
、
そ
の

融
合
的
な
い
し
は
相
互
反
響
す
る
表
現
形

式
の
特
質
と
そ
の
現
代
的
意
義
を
解
明
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
混

成
的
な
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
特
質
の
考
察
、

そ
う
し
た
表
現
形
式
を
生
み
出
し
た
時
代

❖
特
　
集
❖

　
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　「
越
境
の
文
学
」
研
究
に
つ
い
て

名
古
屋
学
院
大
学
国
際
文
化
学
部
　
土
屋
　
勝
彦
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❖特　集❖　研究所プロジェクト「越境の文学」研究について

背
景
と
文
化
社
会
的
意
味
の
解
明
、
そ
の

将
来
的
方
向
と
現
代
文
学
に
お
け
る
可
能

性
の
究
明
、「
移
民
文
学
」
の
新
た
な
意

義
と
定
義
付
け
の
試
行
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ

ア
ル
な
文
学
現
象
に
関
す
る
文
学
理
論
の

再
構
築
と
い
う
五
つ
の
課
題
の
解
明
で
あ

る
。

ポ
ス
ト
エ
ス
ニ
ッ
ク
時
代
の

　
文
学
に
お
け
る
オ
ム
ニ
フ
ォ
ン
の
意
義

二
〇
一
二
年
度
～
二
〇
一
四
年
度

　
本
研
究
は
、
越
境
、
移
民
、
植
民
、
離
散
、

強
制
移
住
等
に
よ
っ
て
母
語
を
喪
失
な
い

し
内
化
し
、
居
住
国
の
言
語
に
よ
る
文
学

創
造
に
向
か
っ
た
越
境
的
作
家
た
ち
の
諸

作
品
に
通
底
す
る
多
層
的
多
重
的
な
文
学

デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
あ
り
方
を
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ニ
ア
ル
文
学
理
論
や
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文

学
理
論
と
い
っ
た
歴
史
的
視
点
の
み
な
ら

ず
、
空
間
的
な
同
時
性
を
と
ら
え
る
「
群

島
的
思
考
」
か
ら
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ

り
、そ
こ
に
相
互
反
響
す
る「
オ
ム
ニ
フ
ォ

ン
」
の
動
的
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ

る
。
研
究
成
果
と
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
語

圏
カ
リ
ブ
海
文
学
、
英
語
圏
チ
カ
ー
ノ
文

学
、
ド
イ
ツ
語
圏
移
民
文
学
、
ロ
シ
ア
語

圏
亡
命
文
学
、
日
本
語
圏
に
お
け
る
外
国

人
文
学
や
外
地
文
学
を
対
象
と
し
て
、
そ

れ
ら
の
文
学
が
有
す
る
表
現
可
能
性
と
文

学
史
的
意
義
と
特
質
を
析
出
し
、
時
間
化

さ
れ
た
歴
史
的
意
識
を
空
間
化
す
る
「
列

島
的
」
な
い
し
「
群
島
的
」
あ
り
方
を
検

証
・
解
明
し
た
。

　
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、
こ
の
十
年
間
様
々
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
ら
を
振
り
返
っ
て
お
き
ま
す
。
研
究
メ

ン
バ
ー
は
、
学
内
で
は
ア
メ
リ
カ
文
学
の

田
中
敬
子
氏
、
欧
米
移
民
史
の
山
本
明
代

氏
、
近
現
代
日
本
文
学
の
谷
口
幸
代
氏
、

学
外
で
は
ロ
シ
ア
・
東
欧
文
学
の
沼
野
充

義
氏
（
東
京
大
）、
比
較
文
学
の
西
成
彦

氏
（
立
命
館
大
）、
比
較
文
学
の
管
啓
次

郎
氏
（
明
治
大
）、
文
化
人
類
学
の
今
福

龍
太
氏
（
東
京
外
大
）
で
す
。

　
二
〇
〇
五
年
一
一
月
九
日
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
い
か
に
し
て
日
本
語
作
家
と
な
っ

た
の
か
―
境
界
を
超
え
る
現
代
日
本
文

学
」 

で
は
、
日
本
語
に
よ
る
創
作
活
動
を

行
っ
て
い
る
現
代
越
境
作
家
た
ち
が
一
堂

に
会
し
て
、
越
境
文
学
の
過
去
と
現
在
に

つ
い
て
自
由
に
語
り
合
い
、
日
本
語
で
創

作
す
る
根
源
的
な
課
題
や
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス

ト
は
、
多
和
田
葉
子
氏　
（
日
独
語
作
家
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
在
住
）、
デ
ビ
ッ
ト
・
ゾ
ペ

テ
ィ
氏　
（
フ
ラ
ン
ス
語
圏
ス
イ
ス
人
日

本
語
作
家
、
東
京
在
住
）、
ア
ー
サ
ー
・

ビ
ナ
ー
ド
氏
（
ア
メ
リ
カ
人
日
本
語
作
家
、

東
京
在
住
）、
毛
丹
青
氏　
（
中
国
人
日
本

語
作
家
・
神
戸
国
際
大
教
授
、
神
戸
在
住
）

で
し
た
。

　
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
六
日
「
越
境
文

学
の
現
況
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
、
沼
野
充

義
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
学
系

研
究
科
教
授
）、
今
福
龍
太
氏
（
東
京
外

国
語
大
学
大
学
院
地
域
文
化
研
究
科
教

授
）、
西
成
彦
氏
（
立
命
館
大
学
大
学
院

先
端
総
合
学
術
研
究
科
教
授
）、
管
啓
次

郎
氏
（
明
治
大
学
理
工
学
部
教
授
）
を
パ

ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
て
、
中
欧
、
ロ
シ
ア
、

北
米
、
南
米
、
日
本
、
カ
リ
ブ
海
と
広

が
っ
て
い
く
越
境
文
学
の
諸
相
と
現
況
に

つ
い
て
発
表
お
よ
び
討
議
を
行
い
、
世
界

に
お
け
る
越
境
文
学
の
諸
相
と
可
能
性
を

め
ぐ
っ
て
活
発
に
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
三
、一
四
日
の

「
世
界
の
移
民
・
亡
命
文
学
の
現
況
と
可

能
性
」
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
三
名
、
英

語
圏
二
名
、
東
欧
語
圏
三
名
、
ド
イ
ツ
語

圏
一
名
、
日
本
語
圏
二
名
の
若
手
・
中
堅

研
究
者
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り

フ
ラ
ン
ス
語
圏
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
中
村

隆
之
「
グ
リ
ッ
サ
ン
と
ヨ
ク
ナ
パ
ト
ー

フ
ァ
」、
笠
間
直
穂
子
「
ミ
ハ
イ
ル
・
セ

バ
ス
テ
ィ
ア
ン
『
事
故
』
に
つ
い
て
―
ブ

カ
レ
ス
ト
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
、
カ
ル
パ
チ

ア
」、
鵜
戸
聡
「
カ
テ
ブ
・
ヤ
シ
ン
、
あ

る
い
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
世
界
文
学
」
と

い
う
発
表
が
あ
り
、
英
語
圏
で
は
、
基
調

講
演
と
し
て
、
越
川
芳
明
「
ボ
ー
ダ
ー
ラ

ン
ズ
か
ら
見
た
ア
メ
リ
カ
」
と
、
山
本
伸

「
英
語
圏
カ
リ
ブ
海
地
域
の
文
学
に
お
け

る
「
揺
れ
」
の
美
学
―
ラ
ブ
レ
イ
ス
、
シ

ニ
ア
、
ダ
ギ
ュ
ア
、
カ
ー
ン
、
チ
ェ
ン
ら

を
中
心
に
」
と
い
う
二
つ
の
発
表
、
さ
ら
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に
ロ
シ
ア
・
東
欧
語
圏
で
は
、
井
上
暁
子

「
ド
イ
ツ
在
住
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
作
家
の
文

学
に
お
け
る
〈
わ
た
し
〉
語
り
」、
奥
彩

子
「
移
動
、
言
語
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

―
旧
ユ
ー
ゴ
移
民
文
学
」、 

竹
内
恵
子「
眩

惑
す
る
ア
メ
リ
カ
―
亡
命
ロ
シ
ア
詩
人
ブ

ロ
ツ
キ
イ
の
移
住
か
ら
同
化
ま
で
」、
ド

イ
ツ
語
圏
は
、
浜
崎
桂
子
「
他
者
性
の
ジ

レ
ン
マ
―
二
千
年
代
ド
イ
ツ
語
圏
移
民
文

学
」、
日
本
語
圏
と
し
て
は
、
崔
正
美
「
女

性
の
移
動
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
―
李
良

枝
『
由
煕
』、
水
村
美
苗
『
私
小
説
』、
楊

逸
『
ワ
ン
ち
ゃ
ん
』
を
通
し
て
」、
前
嵩

西
一
馬
「
沖
縄
表
象
を
訛
る
」
と
い
う
二

つ
の
発
表
が
あ
り
（
以
上
敬
称
略
）、
世

界
に
お
け
る
越
境
文
学
の
状
況
に
つ
い

て
、
各
語
圏
を
横
断
し
て
様
々
の
視
野
か

ら
幅
広
く
共
通
の
問
題
意
識
か
ら
討
議
し

ま
し
た
。
ま
た
、
以
上
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
も
と
に
、
共
同
研
究
の
成
果
と
し

て
日
本
学
術
振
興
会
研
究
成
果
公
開
促
進

費
を
受
け
て
『
越
境
す
る
文
学
』（
水
声
社
、

二
〇
〇
九
年
）
を
出
版
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

次
に
二
〇
〇
九
年
一
一
月
七
、八
日
に

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
、
移
住
、
越
境
」
を
開
催
し
、
多
和

田
葉
子
、
エ
ミ
ー
ネ
・
エ
ツ
ダ
マ
、
ウ
ラ

ジ
ミ
ー
ル
・
カ
ミ
ー
ナ
、
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・

ヴ
ェ
ル
ト
リ
プ
、
ツ
ェ
ー
ラ
・
ツ
ィ
ラ
ク

と
い
う
新
進
気
鋭
の
ド
イ
ツ
語
圏
越
境
作

家
を
迎
え
て
討
議
し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
語

圏
移
民
文
学
が
現
在
ど
の
よ
う
な
様
相
を

呈
し
て
い
る
の
か
、
増
大
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
化
現
象
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
文
学
的

価
値
を
持
ち
う
る
の
か
、
ド
イ
ツ
語
圏
文

学
に
お
い
て
、
さ
ら
に
は
世
界
文
学
に
お

い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

の
か
、
移
民
・
亡
命
作
家
た
ち
と
と
も
に

精
力
的
に
議
論
し
た
わ
け
で
す
。
多
和
田

葉
子
（
一
九
六
〇
年
東
京
生
ま
れ
、
日

独
作
家
、
ベ
ル
リ
ン
在
住
）、
エ
ツ
ダ
マ

（
一
九
四
六
年
マ
ラ
チ
ャ
生
ま
れ
、
ト
ル

コ
人
ド
イ
ツ
語
作
家
、
ベ
ル
リ
ン
在
住
）、

カ
ミ
ー
ナ
（
一
九
六
七
年
モ
ス
ク
ワ
生
ま

れ
、
ロ
シ
ア
人
ド
イ
ツ
語
作
家
、
ベ
ル
リ

ン
在
住
）
ヴ
ェ
ル
ト
リ
プ
（
一
九
六
六
年

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
生
ま
れ
、
ユ
ダ
ヤ
系
ロ

シ
ア
人
ド
イ
ツ
語
作
家
、
ウ
ィ
ー
ン
在

住
）、
ツ
ィ
ラ
ク
（
一
九
六
一
年
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
生
ま
れ
、
ト
ル
コ
人
ド
イ
ツ
語

作
家
、
ベ
ル
リ
ン
在
住
）
と
い
う
蒼
々
た

る
作
家
た
ち
で
し
た
。
前
記
し
た
科
研
メ

ン
バ
ー
の
ほ
か
に
、
広
島
大
学
の
フ
ェ
ダ

マ
イ
ア
氏
や
立
教
大
学
の
浜
崎
氏
、
東
京

大
学
の
グ
レ
チ
ュ
コ
氏
、
東
京
大
学
の
イ

ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
氏
も
発
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
問
題
意
識
を
共
有
し
つ
つ
意
見
交
換
し

た
の
で
す
。
そ
の
成
果
の
一
部
と
し
て
、

本
研
究
科
の
研
究
出
版
助
成
を
受
け
『
反

響
す
る
文
学
』（
風
媒
社
、
二
〇
一
一
年
）

を
上
梓
し
ま
し
た
。

　
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
八
日
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
越
境
文
学
の
現
在
―
中
国
語
文

学
お
よ
び
日
本
語
文
学
を
中
心
に
」
で
は
、

毛
丹
青
氏
と
リ
ー
ビ
英
雄
氏
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
て
、
現
代
中
国
語
文
学
お
よ
び
日
本

語
文
学
に
お
け
る
越
境
性
に
つ
い
て
報
告

お
よ
び
討
議
し
ま
し
た
。
毛
氏
は
現
代
中

国
の
加
速
度
的
な
近
代
化
過
程
を
祖
述
し
、

母
語
よ
り
も
日
本
語
の
包
容
力
と
柔
軟
性

が
創
作
言
語
と
し
て
選
ん
だ
理
由
だ
と
し
、

リ
ー
ビ
氏
は
、
異
言
語
に
身
を
さ
ら
し
て

時
間
と
空
間
を
超
え
て
い
く
メ
タ
フ
ォ

リ
ッ
ク
な
越
境
の
創
造
力
を
目
指
し
て
執

筆
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
八
、九

日
に
は
、
明
治
大
学
和
泉
図
書
館
ホ
ー
ル

に
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
世
界
文
学
に
お

け
る
オ
ム
ニ
フ
ォ
ン
の
諸
相
」
を
行
い
ま

し
た
。
ま
ず
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
ド
イ
ツ

語
圏
作
家
に
お
け
る
多
言
語
・
文
化
性
」

と
し
て
、
山
本
浩
司
「
ル
ー
マ
ニ
ア
の
雉

─
ヘ
ル
タ
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
み
る
土
俗
性
」、

関
口
裕
昭
「
多
文
化
地
域
ブ
コ
ヴ
ィ
ー
ナ

と
初
期
パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ン
」
の
二
つ
の

発
表
が
あ
り
、
東
欧
地
域
に
お
け
る
ド
イ

ツ
語
圏
作
家
の
多
層
的
多
文
化
的
な
問
題

意
識
を
考
察
し
ま
し
た
。
第
二
セ
ッ
シ
ョ

ン
「
東
欧
語
圏
作
家
に
お
け
る
多
言
語
・

文
化
性
」
で
は
、
阿
部
賢
一
「
多
言
語
の

プ
ラ
ハ
」、
加
藤
有
子
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
東

部
国
境
地
帯
に
お
け
る
多
言
語
的
創
造
」、

亀
田
真
澄
「
分
裂
す
る
言
語
の
あ
い
だ
で

―
セ
ル
ビ
ア
多
言
語
地
域
の
少
数
民
族
と

文
学
」
と
い
う
三
つ
の
発
表
が
あ
り
、
ロ
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シ
ア
・
東
欧
地
域
の
多
言
語
的
状
況
と
文

学
に
つ
い
て
、
チ
ェ
コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

セ
ル
ビ
ア
・
ク
ロ
ア
チ
ア
と
い
う
地
域
の

様
々
な
現
象
を
比
較
し
な
が
ら
、
共
通
点

と
個
別
に
異
な
っ
て
い
る
側
面
を
検
討
し

ま
し
た
。
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
ダ
イ
ア
レ

ク
ト
か
ら
世
界
へ
」
で
は
、今
福
龍
太
「
イ

ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
：
俚
言
の
政
治
学
─

ゲ
ー
ル
、
バ
ス
ク
、
ク
レ
オ
ー
ル
、
ア
ヤ

グ
」、
川
満
信
一
「
ミ
ク
ロ
言
語
帯
か
ら

の
文
学
─
ス
マ
フ
ツ
の
詩
と
ス
マ
ヌ
パ
ナ

ス
」、
金
子
奈
美
「
現
代
バ
ス
ク
文
学
の

こ
と
ば
─
キ
ル
メ
ン
・
ウ
リ
ベ
『
ビ
ル
バ

オ
─
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
─
ビ
ル
バ
オ
』
を
例

に
」、
中
村
隆
之
「
沈
黙
す
る
言
葉
─
モ

ン
シ
ョ
ア
シ
、
シ
ャ
モ
ワ
ゾ
ー
」
の
発
表

が
あ
り
、
ダ
イ
ア
レ
ク
ト
を
意
識
的
・
戦

略
的
に
使
用
／
濫
用
す
る
新
し
い
文
学
表

現
が
、
未
知
の
世
界
性
へ
と
結
ば
れ
て
ゆ

く
可
能
性
に
つ
い
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

バ
ス
ク
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
、
琉
球
弧
な

ど
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
な
詩
の
こ
と
ば
に

依
り
な
が
ら
検
討
し
ま
し
た
。
第
四
セ
ッ

シ
ョ
ン
「
越
え
な
が
ら
書
く　
台
湾
、
日

本
、中
国
、ア
メ
リ
カ
」
で
は
、温
又
柔
「
私

の
ニ
ホ
ン
ゴ
に
は
中
国
語
と
台
湾
語
が
棲

ん
で
い
る
」、
林
ひ
ふ
み
「
母
語
か
ら
の

自
由
と
い
う
こ
と
」、
リ
ー
ビ
英
雄
「
島

国
か
ら
大
陸
へ
」
の
発
表
が
あ
り
、
創
作

者
の
立
場
か
ら
越
境
文
学
の
可
能
性
を
検

討
し
ま
し
た
（
以
上
発
表
者
の
敬
称
略
）。

　
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
日
に
は
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
多
言
語
が
響
き
あ
う
文

学
―
ド
イ
ツ
語
圏
越
境
作
家
た
ち
と
と
も

に
考
え
る
」
を
行
い
、レ
オ
ポ
ル
ト
・
フ
ェ

ダ
マ
イ
ア
、
ア
ン
ナ
・
キ
ム
、
テ
レ
ツ
ィ

ア
・
モ
ー
ラ
、
イ
ル
マ
・
ラ
ク
サ
、
ザ
ビ
ー

ネ
・
シ
ョ
ル
、
多
和
田
葉
子
と
い
う
気
鋭

の
作
家
た
ち
を
迎
え
、
複
数
言
語
の
狭
間

に
生
き
る
現
代
作
家
た
ち
、
あ
る
い
は
多

言
語
の
海
に
浮
遊
す
る
多
層
的
多
元
的
な

越
境
作
家
た
ち
、
彼
ら
の
目
に
映
る
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
異
邦
性
、
他
者
性
、
国

民
国
家
と
は
何
か
、
ま
た
彼
ら
が
ド
イ
ツ

語
作
家
で
あ
る
こ
と
の
意
味
は
何
か
、
規

範
的
な
ド
イ
ツ
語
表
現
か
ら
の
逸
脱
と
革

新
、
新
た
な
表
現
の
可
能
性
は
ど
の
よ
う

に
開
か
れ
る
か
、
な
ど
ア
ク
チ
ュ
ア
ル

な
文
学
的
諸
問
題
に
つ
い
て
、
熱
い
討
論

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
現
代
ド
イ
ツ

文
学
の
大
き
な
一
角
を
担
っ
て
い
る
「
異

文
化
横
断
的
文
学
」
あ
る
い
は
「
他
者
性

の
文
学
」
創
造
の
現
場
か
ら
の
声
を
聴
き
、

精
力
的
に
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
貴
重
な
成
果
で
す
。
彼
ら
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

レ
オ
ポ
ル
ト
・
フ
ェ
ダ
マ
イ
ア
：

一
九
五
七
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
生
ま
れ
、
ザ

ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
に
て
文
学
博
士
号
取
得
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
に
度
々
滞

在
し
、
作
家
、
翻
訳
家
、
評
論
家
と
し
て

活
動
。
現
在
広
島
大
学
教
授
。
多
言
語
話

者
。
二
〇
一
二
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
翻
訳
賞

受
賞
。
ア
ン
ナ
・
キ
ム
：
一
九
七
七
年
韓

国
生
ま
れ
、
翌
年
西
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
へ
移
住
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
て
文

学
修
士
号
取
得
、
ウ
ィ
ー
ン
在
住
の
若

手
有
望
作
家
。
テ
レ
ツ
ィ
ア
・
モ
ー
ラ
：

一
九
七
一
年
ハ
ン
ガ
リ
ー
生
ま
れ
、
一
八

歳
で
ベ
ル
リ
ン
へ
移
住
、
フ
ン
ボ
ル
ト
大

学
で
学
ぶ
。
ベ
ル
リ
ン
在
住
の
作
家
、
翻

訳
家
。
二
〇
一
三
年
ド
イ
ツ
図
書
賞
（
ベ

ス
ト
小
説
賞
）
受
賞
。
イ
ル
マ
・
ラ
ク

サ
：
一
九
四
六
年
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
生
ま
れ
、

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
父
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
人

の
母
の
間
に
生
ま
れ
五
歳
で
ス
イ
ス
に
移

住
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学
で
文
学
博
士
号
取

得
（
ロ
シ
ア
文
学
）。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
在
住

の
作
家
、翻
訳
家
、評
論
家
。
多
言
語
話
者
。

越
境
文
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
作
家
。
ザ
ビ
ー

ネ
・
シ
ョ
ル
：
一
九
五
九
年
オ
ー
ス
ト
リ

ア
生
ま
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
て
文
学
博

士
号
取
得
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
も
長
期

滞
在
。
ベ
ル
リ
ン
在
住
の
作
家
。
バ
ッ
ハ

マ
ン
賞
審
査
委
員
歴
任
。
多
和
田
葉
子
：

一
九
六
〇
年
東
京
生
ま
れ
、
二
二
歳
か
ら

ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
へ
移
住
。
チ
ュ
ー

リ
ヒ
大
学
に
て
文
学
博
士
号
取
得
。
ベ
ル

リ
ン
在
住
の
日
独
作
家
。
多
数
の
文
学
賞

受
賞
。

　
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
五
日
に
行
わ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
文
学
に
お
け
る

越
境
の
諸
相
」
で
は
、
西
成
彦
氏
（
立
命

館
大
学
教
授
）
の
「
比
較
植
民
地
文
学
の

試
み
―
交
叉
的
な
読
書
に
つ
い
て
」
や
ダ

グ
・
ス
レ
イ
メ
ー
カ
ー
氏（
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
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大
学
教
授
）
の
「
越
境
を
越
え
る
、
文
学

考
察
」
の
ほ
か
、
魏
晨
「
交
錯
す
る
ま
な

ざ
し
齟
齬
す
る
満
州
夢
」、
張
ユ
リ
「
大

衆
に
一
九
三
〇
年
代
を
訴
え
る
」、
岡
英

里
奈
「
一
九
四
〇
年
前
後
の
岡
倉
天
心

像
」
な
ど
の
発
表
が
あ
り
、
日
本
近
現
代

文
学
に
お
け
る
越
境
の
主
題
に
つ
い
て
活

発
に
討
議
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
す
べ
て
報
告

書
を
作
成
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
振
り

返
っ
て
越
境
文
学
研
究
の
魅
力
を
考
え
て

み
ま
す
と
、
や
は
り
母
語
や
故
郷
と
い
っ

た
世
界
か
ら
一
端
切
り
離
さ
れ
て
異
境
に

身
を
置
く
経
験
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
越
境

者
の
文
学
に
は
、
い
わ
ゆ
る
国
民
文
学
の

視
座
か
ら
は
見
え
て
こ
な
い
新
た
な
表
現

形
式
や
異
質
性
が
全
景
化
さ
れ
、
複
数
の

移
動
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
よ
る
重

層
的
な
世
界
像
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
が
私
た
ち
の
心
を
打
つ
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
こ
う
し
た
越
境
性
は
、
じ
つ

は
文
学
の
本
質
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
特

徴
で
も
あ
り
ま
す
。
文
学
で
は
、
普
通
の

意
味
で
の
リ
ア
ル
な
世
界
を
表
現
す
る
の

で
は
な
く
、
こ
と
ば
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ

る
世
界
こ
そ
が
リ
ア
ル
な
も
の
な
の
で
す
。

あ
る
い
は
こ
う
言
っ
て
い
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
文
学
で
は
、
い
ま
こ
こ
に
あ
る
世

界
が
絶
対
的
な
実
在
界
で
は
な
く
、
む
し

ろ
可
能
性
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
認

識
か
ら
出
発
し
ま
す
。
メ
タ
フ
ァ
ー
や
両

義
性
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
複
層
的
現
実

性
こ
そ
が
よ
り
リ
ア
ル
な
も
の
と
な
り
ま

す
。
リ
ア
ル
で
あ
る
と
い
う
感
覚
は
、
人

間
の
認
識
や
知
覚
に
現
れ
る
文
化
的
記
憶

そ
の
も
の
だ
か
ら
で
す
。
こ
の
文
化
的
記

憶
の
基
層
か
ら
掘
り
起
こ
さ
れ
て
表
現
さ

れ
る
様
々
な
現
実
相
は
、
境
界
を
越
え
て

い
く
文
学
的
想
像
力
が
諸
現
実
を
多
層
化

し
異
化
す
る
結
果
生
ず
る
可
能
態
で
あ
り
、

そ
れ
が
複
層
的
か
つ
多
義
的
な
現
実
理
解

へ
の
可
能
性
を
開
く
の
で
す
。

　
さ
て
、
か
つ
て
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の

文
学
者
た
ち
は
、
抑
圧
さ
れ
た
側
か
ら
宗

主
国
の
言
語
を
収
奪
し
換
骨
奪
胎
し
て
新

た
な
ク
レ
オ
ー
ル
的
言
語
形
式
を
生
み
出

し
、
支
配
文
化
へ
の
抵
抗
力
を
示
し
ま
し

た
が
、
現
在
の
移
民
・
亡
命
作
家
た
ち
も
、

同
様
に
既
存
の
規
範
的
文
化
や
制
度
へ
の

反
抗
と
し
て
、
あ
る
い
は
移
住
社
会
に
お

け
る
他
者
排
除
・
搾
取
の
実
態
を
告
発
す

る
文
学
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
現
在
で
は
む
し
ろ
言
語
遊
戯
的
な
革

新
や
多
文
化
共
生
・
共
存
へ
の
ユ
ー
ト
ピ

ア
を
提
示
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
と

ば
と
こ
と
ば
の
狭
間
に
あ
る
亀
裂
や
ズ
レ
、

違
和
感
を
逆
手
に
と
っ
て
遊
戯
空
間
を
生

み
出
し
て
い
く
姿
勢
、
あ
る
い
は
様
々
な

文
化
や
言
語
、
民
族
が
衝
突
し
な
が
ら
も
、

そ
こ
か
ら
新
た
な
文
化
的
創
造
力
が
生
ま

れ
て
く
る
異
種
混
交
性
（
ハ
イ
ブ
リ
デ
ィ

テ
ィ
）
と
い
っ
た
も
の
が
現
代
文
学
シ
ー

ン
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
そ
の
結
果

現
代
ド
イ
ツ
語
圏
文
学
で
も
、
重
要
な
文

学
賞
を
多
く
の
越
境
作
家
が
受
賞
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
現
在
の
世
界
文
学
を
考
え

る
場
合
、
異
境
の
世
界
に
生
き
る
こ
と
を

選
択
し
た
越
境
作
家
の
文
学
を
抜
き
に
し

て
は
語
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
移
民
、
亡
命
、

離
散
、
追
放
、
自
由
意
志
、
地
理
的
か
つ

歴
史
的
境
界
の
地
勢
・
環
境
な
ど
様
々
の

理
由
に
よ
り
、「
母
語
」
や
「
故
郷
」
か

ら
離
れ
新
た
な
移
住
国
に
お
い
て
獲
得
言

語
に
よ
り
創
作
す
る
作
家
た
ち
、
あ
る
い

は
当
初
よ
り
複
数
文
化
を
体
現
し
つ
つ
そ

の
境
界
上
に
生
き
る
作
家
た
ち
の
諸
作
品

か
ら
、
現
在
の
世
界
文
学
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
考
え
て
み
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
故

郷
や
母
語
か
ら
引
き
離
さ
れ
た
者
は
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
動
揺
・
喪
失
と
他
者

性
を
強
く
経
験
し
つ
つ
新
た
な
自
己
意
識

を
創
造
す
る
な
か
で
、
獲
得
言
語
あ
る
い

は
複
数
言
語
に
よ
る
言
語
表
現
に
向
か
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
移
民
文
学
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ニ
ア
ル
文
学
、
マ
イ
ナ
ー
文
学
、
脱
領

域
性
の
文
学
、
周
縁
の
文
学
、
他
者
の
文

学
、
あ
る
い
は
オ
ム
ニ
フ
ォ
ン
文
学
や
エ

ク
ソ
フ
ォ
ニ
ー
文
学
な
ど
と
呼
ば
れ
る
文

学
ジ
ャ
ン
ル
す
べ
て
に
通
底
す
る
現
象
で

も
あ
り
ま
す
。
安
定
し
た
土
着
・
郷
土
性

と
い
う
所
与
の
生
存
条
件
を
懐
疑
な
い
し

否
定
し
、
新
た
な
自
己
変
革
・
創
造
に
向

か
う
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
（
あ
る
い
は
主

体
的
に
選
び
取
っ
た
）
越
境
者
に
と
っ
て
、

文
学
を
創
造
す
る
こ
と
は
、
既
存
の
規
範

的
な
「
国
民
文
学
」
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
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へ
の
抵
抗
な
い
し
離
反
の
相
貌
を
呈
す
る

の
で
す
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
楽
観
的
な
多

文
化
共
生
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
提
示
で
き
ず
、

む
し
ろ
悲
哀
と
苦
悩
に
満
ち
た
自
己
解
体

か
ら
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
希

求
と
挫
折
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
様
々
の
言
語
文
化
の
交
錯
・
衝
突
す

る
表
現
の
磁
場
に
こ
そ
、「
国
民
文
学
」

を
超
え
る
、
し
な
や
か
な
「
世
界
文
学
」

へ
の
確
か
な
架
橋
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
他
者
と
し
て
排
除
さ

れ
た
「
歴
史
的
ト
ラ
ウ
マ
」
か
ら
反
転
的

に
照
射
さ
れ
た
自
己
像
を
再
構
成
す
る
過

程
で
、
新
た
な
「
世
界
文
学
」
へ
の
展
望

が
開
か
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ジ
ョ
イ
ス
や
ベ
ケ
ッ
ト

を
は
じ
め
多
く
の
越
境
作
家
が
現
れ
た
英

語
圏
や
、
グ
リ
ッ
サ
ン
や
シ
ャ
モ
ア
ゾ
ー

が
登
場
し
た
仏
語
圏
で
は
、
す
で
に
ポ
ス

ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
ク
レ
オ
ー
ル
文
学
が
定

着
し
て
い
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
い

て
も
、
ロ
マ
ン
派
の
シ
ャ
ミ
ッ
ソ
ー
を
は

じ
め
、
一
九
世
紀
以
降
リ
ル
ケ
、
カ
フ
カ
、

カ
ネ
ッ
テ
ィ
、
ツ
ェ
ラ
ン
な
ど
、
広
義
の

意
味
で
多
言
語
性
や
越
境
性
を
体
現
す
る

作
家
が
登
場
し
て
き
ま
し
た
。
現
代
の
ド

イ
ツ
語
圏
越
境
作
家
と
し
て
は
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
ト
ル
コ
人
作
家
の
エ

ツ
ダ
マ
や
ロ
シ
ア
人
作
家
ヴ
ェ
ル
ト
リ
プ
、

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
混
血
作

家
ラ
ク
サ
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
作
家
モ
ー

ラ
と
い
っ
た
長
老
・
中
堅
作
家
た
ち
以
外

に
も
次
々
に
越
境
作
家
た
ち
が
登
場
し
活

躍
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
語
圏
文
学
界
に

と
っ
て
も
大
き
な
シ
ェ
ア
ー
を
有
す
る
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。
優
れ
た
文
学
が
有
す

る
特
徴
と
し
て
、「
言
語
化
し
得
な
い
も

の
の
言
語
化
」
な
い
し
は
「
不
可
視
の
も

の
の
可
視
化
」、
さ
ら
に
は
「
多
文
化
性

の
共
鳴
」
や
「
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
的
多
極
構

造
」
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
閉
じ
た

体
系
に
分
節
化
す
る
言
語
表
現
を
打
破
し
、

そ
こ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
比
類
な
き
一

回
性
と
普
遍
性
を
同
時
に
志
向
す
る
文
学

的
創
造
力
の
所
産
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
言

語
や
民
族
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
、
階
級
、
モ
ノ
ロ
ジ
ッ
ク
性
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
探
求
、
ミ
メ
ー
シ
ス
的
な

世
界
観
と
い
っ
た
合
理
的
な
時
空
の
統
一

を
前
提
と
す
る
全
体
主
義
的
、
近
代
主
義

的
文
学
観
の
境
界
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し

た
現
代
文
学
の
多
く
が
、
越
境
文
学
の
実

験
場
と
し
て
、
既
存
の
文
学
様
式
や
世
界

観
を
革
新
し
超
克
し
よ
う
と
す
る
前
衛
的

革
新
的
文
学
へ
の
転
回
を
実
現
し
て
き
た

の
で
す
。
ま
た
、
越
境
作
家
の
作
品
に
見

ら
れ
る
多
言
語
性
と
は
、
単
一
の
言
語
の

中
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
が
響
き
合
っ
て

い
る
と
い
う
事
態
を
指
し
ま
す
。
ま
さ
に

内
な
る
他
者
性
の
意
識
が
複
数
文
化
の
共

鳴
を
呼
び
起
こ
す
わ
け
で
す
。
言
語
、
国

民
文
学
、
民
族
と
い
う
三
位
一
体
の
国
民

国
家
意
識
の
形
成
が
近
代
を
特
徴
付
け
て

き
ま
し
た
が
、
現
代
は
そ
う
い
っ
た
境
界

意
識
が
後
退
し
、
様
々
な
言
語
文
化
が
共

存
・
併
存
す
る
間
テ
ク
ス
ト
性
に
よ
り
相

互
反
響
す
る
万
華
鏡
の
よ
う
に
、
横
断
的

想
像
力
に
よ
り
再
構
成
さ
れ
る
越
境
の
文

学
が
確
か
な
地
歩
を
固
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
、
二
年
ほ
ど
前
に

西
成
彦
氏
を
中
心
に
発
足
し
た
「
世
界
文

学
・
語
圏
横
断
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

C
ross-

Lingual N
etw

ork

」
の
活
動
は
、
越

境
文
学
研
究
に
と
っ
て
も
大
き
な
推
進
力

に
な
っ
て
お
り
、
私
も
発
起
人
の
ひ
と
り

と
し
て
、
前
回
越
境
文
学
を
テ
ー
マ
に
し

た
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
五
名
の
研
究
者
た
ち
と

と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
ド
イ
ツ
語
圏
、

デ
ン
マ
ー
ク
語
圏
を
横
断
す
る
現
代
越
境

作
家
た
ち
の
諸
相
に
つ
い
て
精
力
的
に
討

議
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
人
間
、

地
域
、
共
生
」
が
テ
ー
マ
で
す
が
、
越
境

文
学
は
そ
の
す
べ
て
の
要
素
と
関
連
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
作
家
た
ち
が
生
ま
れ

育
っ
て
き
た
地
域
か
ら
別
の
地
域
へ
移
動

し
な
が
ら
、
郷
土
の
人
々
か
ら
異
国
の

人
々
と
の
交
流
へ
と
世
界
が
広
が
り
、
そ

こ
で
移
住
先
の
文
化
の
中
で
い
か
に
他
者

と
共
生
す
る
べ
き
か
と
い
う
課
題
を
自
ら

経
験
し
、
そ
う
し
た
経
験
を
獲
得
言
語
に

よ
っ
て
表
現
し
て
い
く
の
で
す
。
昨
日

ま
で
丁
度
、
ド
イ
ツ
語
圏
越
境
作
家
の

イ
リ
ヤ
・
ト
ロ
ヤ
ノ
フ
氏
を
新
た
な
科

研
費
（「
ド
イ
ツ
語
圏
現
代
文
学
に
お
け

る
間
文
化
性
の
研
究
」）
で
招
待
し
、
東
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京
、
神
戸
、
名
古
屋
で
朗
読
会
や
討
論
会

を
行
い
ま
し
た
が
、
彼
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
出

身
で
ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
中
東
に
移
住

し
た
経
験
を
も
と
に
『
世
界
収
集
家
』
と

い
う
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
を
執
筆
し
、
ま

さ
に
現
代
文
学
の
旗
手
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
本
書
は
、
そ
の
後
二
五
カ
国
語
に
翻

訳
さ
れ
、
最
近
、
早
川
書
房
か
ら
日
本
語

の
翻
訳
書
（
浅
井
晶
子
訳
）
も
出
版
さ
れ

ま
し
た
。
十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家

リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ
ー
ト
ン
卿
を
モ
デ
ル
に

し
た
小
説
と
し
て
、
異
文
化
へ
の
違
和
感

を
共
感
と
愛
着
に
変
貌
さ
せ
る
そ
の
驚
異

的
な
行
動
力
と
吸
収
・
同
化
力
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
タ

リ
ア
の
難
民
収
容
所
の
ル
ポ
か
ら
、
メ
ッ

カ
へ
の
巡
礼
の
旅
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
徒
歩

旅
行
な
ど
を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
個

人
情
報
の
収
集
の
手
口
を
暴
露
・
批
判
し
、

氷
河
研
究
者
の
伝
記
的
作
品
を
書
き
、
最

新
作
で
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
冷
戦
時
代
の
過

酷
な
政
治
と
人
生
模
様
を
詳
細
に
描
い
て

高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
彼
は
七
カ
国
語

以
上
の
言
語
を
駆
使
す
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ン
の
多
言
語
作
家
で
あ
り
、
偏
見
な
く
異

文
化
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
を
信
条
と
す
る
姿

勢
と
行
動
力
に
は
驚
嘆
す
る
と
同
時
に
、

ま
さ
に
多
文
化
共
生
の
お
手
本
の
よ
う
な

作
家
で
も
あ
り
ま
す
。

　
お
り
し
も
現
在
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
多

く
の
シ
リ
ア
難
民
が
連
日
ド
イ
ツ
へ
押
し

寄
せ
て
お
り
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
難
民
受

け
入
れ
に
寛
容
な
政
策
を
と
っ
て
い
ま
す

が
、
百
万
人
を
超
え
る
多
数
の
難
民
受
け

入
れ
に
は
多
く
の
困
難
を
伴
う
こ
と
も
事

実
で
、
実
際
強
い
反
発
も
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
パ
リ

で
起
こ
っ
た
テ
ロ
事
件
が
難
民
受
け
入

れ
拒
否
に
世
論
の
一
部
が
向
か
っ
て
お

り
、
今
後
の
動
向
は
予
断
を
許
し
ま
せ
ん

が
、
私
は
、
将
来
ド
イ
ツ
が
多
く
の
難
民

と
共
生
し
て
い
く
社
会
の
実
現
に
向
か
っ

て
さ
ら
に
努
力
し
、
結
果
と
し
て
彼
ら
の

な
か
か
ら
新
た
な
越
境
作
家
が
誕
生
す
る

だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
旧

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
内
戦
時
に
避
難
・

亡
命
し
た
人
々
の
中
か
ら
も
優
れ
た
越
境

作
家
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
お
け

る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
方
々
を
含
め
、
世

界
中
の
移
民
・
難
民
・
亡
命
者
た
ち
が
多

く
の
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
豊
か
な
多

文
化
共
生
社
会
を
作
る
の
に
貢
献
で
き
る

だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
世
界

の
様
々
な
地
域
で
見
ら
れ
る
文
化
混
淆
の

し
な
や
か
な
文
学
創
造
力
に
今
後
も
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
将
来
世
界
の
文
学
史
が
書
き
換
え
ら
れ

る
と
き
に
は
、
も
は
や
ド
イ
ツ
文
学
や
ロ

シ
ア
文
学
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
と
い
っ
た
各

国
民
文
学
単
位
で
は
な
く
、
広
く
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
学
や
南
米
文
学
、
北
米
文
学
、

中
東
文
学
、
ア
フ
リ
カ
文
学
、
ア
ジ
ア
文

学
な
ど
と
い
っ
た
広
域
の
文
学
概
念
、
あ

る
い
は
越
境
文
学
や
他
者
の
文
学
、
周
縁

文
学
な
ど
が
提
示
す
る
様
々
の
モ
チ
ー
フ

や
主
題
別
に
文
学
史
が
編
纂
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
、
池
澤
夏
樹
の
個
人

編
集
に
よ
る
『
世
界
文
学
全
集
』（
河
出

書
房
新
社
）
は
そ
の
一
例
で
す
。
も
ち
ろ

ん
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
る
文
学
史
と
は
逆

に
、
よ
り
地
方
性
の
強
い
郷
土
文
学
や
地

方
文
学
、
辺
境
文
学
の
再
評
価
も
進
む
で

し
ょ
う
。
境
界
を
越
え
て
い
く
力
と
、
境

界
に
と
ど
ま
る
力
と
の
せ
め
ぎ
合
う
磁
場

こ
そ
が
、
越
境
文
学
を
活
性
化
す
る
源
泉

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
世
界
観
、
新

た
な
視
野
を
与
え
続
け
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
ま
た
文
学
研
究
の
理
論
に
は
、

常
に
哲
学
や
社
会
学
、
歴
史
学
、
心
理
学

な
ど
の
知
見
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
実

際
こ
れ
ま
で
様
々
な
学
際
的
方
法
論
が
考

案
・
提
示
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
人
文
社
会
学
の
総
合
的
協
同
的
横
断
的

知
見
か
ら
、
よ
り
豊
か
な
人
文
知
の
世
界

が
開
か
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
本
研
究
所
の
ご
支
援
に
対
し
て

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

研
究
所
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
り
ま

す
。（
な
お
、
本
原
稿
は
当
日
時
間
の
関

係
で
相
当
省
略
し
た
の
で
、
こ
こ
に
本
来

の
形
で
掲
載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）


